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皆さんは野生動物たちが普段どんな場所でどんな生活をしているかご存知でしょうか？NPO法人野生

動物救護の会野生動物痕跡調査チーム BeasTrace(以下 BeasTrace) では神奈川県立自然環境保全セン

ター内にある野外施設に生息する野生動物の種類や生態を解明しようと活動しています。 
 

こんにちは、今年こそは鷹の渡りを見に行きたいと意気込んでいる調査員の小林です！ 
いつの間にか空を飛び回っていたツバメたちも見かけなくなり、じきに冬鳥のやってくる季節になりま

すね…。 
さて、今回のミッションですが調査員をも震え上がらせたあの動物について探っていきますよ！ 
 

 
私たち BeasTrace がその巨大な足跡と初めて出会ったのは調査チームを発足してから

すぐの 2017 年 7 月 20 日のことでした。縦横約 10cm にもなる大きな肉球に 5 本の指

と爪痕。(右写真 野外施設番地杭 Y３にて撮影) こんなにも大きな動物が野外施設にも

生息しているのかと思うとゾッとするほどの足跡でした。 
その足跡の発見以来、足跡の正体と思われる動物はカメラにも映らず、足跡すら確認

できずにいました。しかし、2019 年 8 月 3 日再びその足跡がなんと同じ場所で発見さ

れました。(左下写真) 2017 年最初に発見された足跡ととても似ています。後肢と思わ

れる足跡は縦約 18cm、横約 9cm もあります。この足跡の情報をまとめると… 
 
 
 

 
 この足跡の正体、みなさんはわかりましたか…？ 
野外施設で普段から確認できる 5 本指の足跡を残す動物は、『ハクビシン』 
『アナグマ』『テン』『イタチ』『アライグマ』です。 
なかでもアナグマの足跡は今回の巨大な足跡と形が似ています。(写真右下) 
  
 
 

 
 
 
アナグマの足跡をもっと大きくしたような今回の足跡。正体は一体なんなのか…  
実は‼ 今回 BeasTrace のセンサーカメラがその姿をとらえました‼ その貴重な写真がこちら‼ 

５本指で爪の痕も残されている 

前肢：縦約１０cm 横約１０cm 後肢：縦約１８cm 横約９cm 

前肢と後肢で足跡の形が違いますね… 

＜アナグマの足跡の特徴＞ 

特徴的な５本指と穴を掘るために進化した 

立派な爪の跡が場所によっては残ります。 

大きさは成獣でも前肢５〜６cm 程度です。 
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この動物、みなさんもうわかりましたよね？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
巨大な足跡の正体は、クマはクマでもアナグマではなくニホンツキノワグマだったんです！ 
こんなにも大きな野生動物が身近にいると思うとゾッとしますよね？ 初めて撮影されたのは 2019 年

6 月 21 日 17 時 33 分、なんとその翌月の 2019 年 7 月 23 日 12 時 34 分にも非公開エリア内に設置され

たセンサーカメラにて撮影されています。このところよくクマによる被害をニュース等で耳にします。

しかし、こんなにも体の大きなニホンツキノワグマ、実は植物中心の雑食性で大きな動物を襲うことは

稀なんです。あの大きな手で木の芽や葉、ドングリやアリ、ハチなどの昆虫を食べているんですよ♪ 
クマといえば冬眠のイメージがありますよね？イメージ通り大木の樹洞や岩穴、土穴で冬眠します。 
そしてメスはこの冬眠中に 1〜2 頭の子どもを出産し、春になると子どもと一緒に穴から出てきます。 
ニュースを耳にするたびに増えているのではないかと思われますが、個体数はさほど多くありません。

九州は絶滅、四国でも絶滅、もしくは絶滅寸前の状況にあるといわれており、神奈川県でも生息数は 40
頭前後と推定され、神奈川県レッドデータブック(2006)では、絶滅危惧種とされています。 
そんなニホンツキノワグマですが、直接出会ってしまったら大変危険です。山歩きをする際は鈴など

の音がなるものを身につけて出会わないようにすることが大切ですが、もし直接出会ってしまったとき

には、騒がず背中を見せずにゆっくりと後退しクマを刺激しないようにしましょう。 
今回のニホンツキノワグマが撮影された野外施設では安全のために現在開園時間を短縮しています。

必ず HP 等で時間をご確認の上足跡探しにお出かけください。 
もし巨大な足跡を発見した際はご一報ください！ 
 

※ 非公開エリアは立ち入り禁止です。痕跡調査チームは特別な許可の下非公開エリアで調査を行なっています。 
ルールを守って楽しく野外施設を散策しましょう！ 

・参考文献 小宮輝之(2002)『フィールドベスト図鑑 vol.12 日本の哺乳類』株式会社学習研究社 
      今泉忠明(2014)『アニマルトラック＆バードトラックハンドブック』自由国民社 

ついに BeasTrace のロゴデザインが完成しました！それはこちら… 
  今回記事のテーマになっていたクマは 2017 年の活動開始直後に発見した調査の原点といっ

ても過言ではないほどのものでした。その Bear の痕跡があるということで Bea
の部分に足跡をかけ、T の部分は山との調和をイメージしました。 
 今後の調査やイベントで使っていけたらと思っております♪ 

 
今回使用した写真は白黒で動物や足跡がわかりにくいと思います。野生動物救護の会公式ホームページ

では見やすいカラー写真で掲載されています。ぜひそちらもご覧ください。  次回もお楽しみに‼ 

 

ニホンツキノワグマ 

 
ニホンツキノワグマ 

学名 Ursus thibetanus  英名 Asian black bear 

食肉目クマ科クマ属に分類される 

ニホンツキノワグマは 

体重なんと５５〜１８０kg にもなる 

体の大きな動物です。 

 
2019 年 6 月 21 日 17 時 33 分 番地杭 Y34 付近にて撮影 
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 羽根標本班は、2019年 6月から自然環境保全センター別館入口において「人と猛禽類の関係」とい

う羽根標本展を行いました。この展示では、ハヤブサ、オオタカ、フクロウなどの羽根標本と翼標本を

展示するとともに、人と猛禽類の関係について象徴、法律、鷹狩、救護の観点から参考資料に基づき解

説を行いました。その中でも今回の原稿で特に皆さんに紹介したいのは、長期飼養ボランティアとして

活躍されている 3名の会員さんたちのお話です。 
 
 

《ジローとウィズリー  ～長期飼養ボランティアの話～》   ☆Wさん☆  
 
 
野生動物救護ボランティア登録～1997 年。その年に羽に

問題を抱えたチョウゲンボウを預かることから始まり今で

は 5 種の猛禽類と 2 種の小鳥（全部で 14 羽）を預かって

来ました。なんらかのトラブルで、もう野生（空）には帰れ

ない鳥たち。飛べなくなった鳥は、かわいそうだからと安楽

殺を進める意見もあります。でも人間（私）のエゴかもしれ

ないけど、鳥たちは生きたがっているはず。飛べなくても他

にもなんらかの意味があるはず･･･。と、目指したのがエデ

ィケーションバード。環境教育の場で、みんなに野生本来の

意味や飛べなくなった理由など考えてくれれば～それが長

期飼養の目的のひとつ。 
 
 
 「ノスリのジロー」    2006/9 ～ 2012/4 
 
放鷹術（鷹狩りの技術）で、ある程度の訓練をして 2006 年千葉県我孫子で開催される JBF に参加。ス

タッフの努力とジローの参加で、いきなりのオオバン賞受賞。その中でのひとコマ～メインは私がジロー

を据えて（腕に乗せて）みなさんに話をするのですが、私が休憩をするとき他の人に代わってもらいます

が、しばらくして人ごみの中からジローの様子を見てると、大人しくはしているけど、キョロキョロとな

んだか落ち着かない様子。大勢の人ごみの中からどうやら私を探している･･･!? と「目」が合う。あきら

かに「ホッ」とした様子で落ち着くジロー。いつの間にか「絆」。心温まる出来事でした。このジロー、何

度か脱走したけど（私のミス）2012年台風で小屋の屋根が破壊されて脱走。かなり迷った様でしたが最

後は自由を選びました。 

また会えたら見分ける自信はある（会いたいなぁー）。 
 
 
 「フクロウのウィズリー」     2013/3 ～ 
 
我家に来て 6年目。他の子達が（コミミズク・チョウゲンボウ）エディケーションバードで活躍していて、

今まで出番はなかったけど、今年 3月にデビュー。これからの活躍に大きく期待。この子が縁でテレビの

取材も。おもしろいのは～夜になると野生のフクロウが近くまで来て鳴き交わす。2 羽いるときも。そん

な時は放してあげたくなるが、翼を傷めているので野生では生きて行けない～ 

ちょっとジレンマ。 

20数年猛禽たちとつき合って思う事は、安易に飼わないでほしい。 

環境・知識・家族の理解・病気への対処など～考えなければいけない事も。 

本来は野生動物、空を自由に飛んでいるはず。その意味を考えて。 

 

 
 
 

羽根標本展示「人と猛禽類の関係」 

長期飼養ボランティアとしての関わり 

                             遠藤 順一 
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《私と猛禽類の付き合い方》   ☆Mさん☆ 
 

私と猛禽の最初の付き合いは、13年前、野生動物救護ボラ

ンティアの講習会を受講した時、先輩ボランティアさんが、

傷病鳥獣としてのフクロウを手に乗せているのを見た時に

始まります。当時はまだ、フクロウカフェなんてものも無

く、せいぜい動物園の檻の中でしか見たことの無かったフ

クロウ、しかも骨折で野生へ戻れない傷病鳥を目の前にし

て、衝撃を覚えました。その後、担当獣医の勧めもあり、オ

オコノハズクを長期飼育ボランティアとして預かり、私と

猛禽の関係は長く続くことになるのです。他にも非常に神

経質な種で、段ボールで覆ったケージの中でも、落ち着かず

暴れるのを見かねて預かることにしたツミ、（救護の会の前

のパンフレットの表紙を飾っていた子です）、衝突により右

目を失明し、動きも常に傾いていたアオバズクなど 8 羽の

長期飼育ボランティアをし、現在は右翼骨折のチョウゲンボウを預かっています。一言で猛禽と言っても

種によって棲む環境も、食性も違います。私が一番気を使うのは、どこまで野生の状態に近づけるかと言

うことです。樹洞で生活するフクロウ種には、中で落ち着ける空間を、枝に止まって休む種には、その脚

に合った止まり木を、昆虫を好む種には、マウスだけでなくコオロギ、シルクワームなども取り交ぜて、

と言う具合です。そして、何より彼らは野生だと言うことを肝に命じること。確かに一緒に暮らせば、慣

れるし、情も移ります。でも彼らが野生であるということを忘れないことが、彼らに対する礼儀であると

私は思うのです。 

 

 
 

《命名：コノハ》   ☆Kさん☆ 
 
写真の鳥は、今年の 3月に神奈川県自然環境保全センターから我が

家にやってきたオオコノハズクです。我が家に迎えるにあたり「コノ

ハ」と名づけました。左翼を骨折してセンターに運び込まれ、傷は癒

えたものの折れた翼は元に戻ることなく、野生復帰は不可能となりま

した。長らく保全センターの屋外飼育小屋で暮らしていましたが、長

期飼養制度のもと我が家でお預かりすることになりました。 

私は 10 年ほど前から野生動物保護ボランティアとしてセンターに

通い、動物たちのお世話のお手伝いをしたり、時には短期で動物を預

かったことはありましたが、長期飼養は今回が初めてです。しかも小

さいとはいえ猛禽類ですので、適した環境を整えたり体調・体重の管

理や餌の手配など、試行錯誤を繰り返しながらの毎日です。まだ我が

家に来てから 2ヶ月ほど（5 月現在）ですので、お互いに顔色をみな

がら仲良く暮らせるように努力している最中ですが、最近は名前を呼

んで話しかけたり、手から餌をあげたりすると、機嫌の良さそうな声

を出してくれるようになりました。オオコノハズクのような小型のフ

クロウの寿命は約 10～15 年といわれています。コノハちゃんは推定 5 才ですので、順調に行けばこれ

から長い共同生活になります。自然の中で自由に暮らさせてあげることはできませんが、少しでもストレ

ス無く快適に生活させてあげられるよう、これからもっと勉強していかなければと思っています。 

 
 三者三様、それぞれの方が鳥たちのために勉強したり、考えたり、工夫をしたりして頑張っていらっ

しゃることが良くわかりました。そしてこのような知識と経験を持った人たちが会にいることは、これ

から長期飼養ボランティアを目指そうと考えている会員の方にとって非常に幸運なことだと思います。 

 配信メールや HPでご覧になった方もいらっしゃると思いますが、9月からスキルアップ勉強会を開

催しています。参加者一人一人が、気になっている事柄や興味のあることについてみんなで話し合って

みようという会です。是非、気軽に参加していただき自分にとってのステップアップをして下さい。次

回開催予定は、2019年 10 月 26日（土）の午後 1時から、自然環境保全センター2F・ワーキング

ルームです。 
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４月より自然環境保全センターに赴任された獣医師の和泉屋さん。今回はお仕事のことからプライベートまで 
いろいろなお話を伺ってきました！さて、和泉屋さんとはどんな方なのでしょう？ 

Ü自然環境保全センターに赴任されて約半年になりま 

すが、ここのお仕事はいかがですか？ 

和泉屋：新人ボランティアさんたちの自主研修が 8 月で

一段落したので、ようやく一息つけたところです。今ま

でやってきた仕事と全く違うので、一から勉強中です。 

 

Üセンターに赴任される前はどのようなお仕事をされ

てきたのですか？ 

和泉屋：畜産関係です。家畜保健衛生所、畜産技術セン

ター、県庁などで勤務していました。 

主に豚を担当していたので、農家さんに行って検査をし

たり、技術センターでは治療をしたりもしました。県庁

にいる時に日本で初めて BSE が発生して大変でしたね。 

ここの仕事と違うのは、扱う動物が経済動物かそうじゃ

ないかという点ですかね。「命をいただきます」という

世界で仕事をしてきたので、考え方は大きく違います。

市民への食育などにも関わりました。 

 

Ü現在ご苦労されている点などは？ 

和泉屋：自分のペースで仕事ができないところですね。

野生動物の世話は大変ですよね、突発的な出来事が多い

ので。いろいろな人に助けられて６か月たちました。経

験の長い職員が多いので教わることばかりです。ボラン 

    

ティアさんにも支えられています。最初はどうしたらい

いんだろうと思いましたが、とても助かっています。 

 

Ü獣医師を目指した理由は？ 

和泉屋：子どもの頃、テレビで野生の王国という番組を

見て思ったんですよね。中学生のころから獣医になりた

いと言っていました。これを言うと笑われちゃうかもし

れないんだけど、幼い時に犬に襲われたことがあるので

怖いんですよ、犬が。大きなシェパード 2 頭に追いかけ

られて。戌年なんですけどね（笑）。 

 

Ü趣味は？お休みの日などは何をして過ごされている

のですか？ 

和泉屋：運動です。特にテニス。中学生の頃からずっと

続けています。最初は軟式で途中から硬式に転向しまし

た。一番のストレス発散です。 

  

Ü今後センターでやってみたいことや、こうしていきた

いなどありましたら。 
和泉屋：今までセンターで蓄積されてきた経験やデータ

を元にして、少しでも多くの動物を野生に帰す努力をし

たいですね。難しいことも多いですが勉強していくしか

ない。最終目標はリハビリなどの取り組とも連携して放

野率を上げる事です。 

 

Ü最後にボランティアさんたちにメッセージをお願い

します。 

和泉屋：ぜひ時間のある時にセンターに来てください。

皆さんそれぞれ得意分野があるので、餌やりや飼養管理

以外のところでも手伝ってもらってとても助かってい

ます。これからもいろいろな場面でのご協力をよろしく

お願いします。

 

和泉屋さん特別インタビュー

和泉屋 公一（いずみや きみかず） 
自然環境保全センター 自然保護課 獣医師 

東京都生まれ、小学４年生より神奈川県 
兄・妹の３人兄妹の真ん中 
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足環プロジェクトとは 

足環を付けた放鳥個体が野外で発見もしくは再捕獲等されることで 
その個体の生存年数、移動範囲・距離などを知る為の活動です。 

詳しくは「RUNNER」vol.16 を御覧下さい。 
 

 

～2018 年 9 月から足環を付けて放された鳥たち～ 

種類 足環番号 放鳥月 放鳥場所 

チョウゲンボウ M5 2018/9/24 相模原市 

トビ M5 2018/12/20 平塚市 

フクロウ M6 2019/5/23 大磯町 

フクロウ M７ 2019/5/23 大磯町 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
左足に赤い足環をつけた野鳥を見かけたら下記まで連絡してください。 
 

NPO 法人 野生動物救護の会 

Tel : 0463-75-1830 e-mail : wildrelief@kanagawa-choju.sakura.ne.jp 

または 

神奈川県自然環境保全センター 自然保護課 Tel : 046-248-6682 

鳥の詳しい情報はこちらに載せています。 

（放野の光景を動画で見ることができます） 

ブログ URL ： http://blog.goo.ne.jp/yaseidobutsu-kyugo 

 

(写真提供：神奈川県自然環境保全センター) 

 

tel:0463-75-1830
tel:046-248-6682
http://blog.goo.ne.jp/yaseidobutsu-kyugo
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“救護の会 ブログ“ 始まっています！                                 

◆野生動物救護の会の活動の様子を楽しくご紹介！ 

 日常のボランティア活動や、猛禽類の訓練風景（M project ）、各種イベントのお知らせや 

報告などなど、随時更新しています。救護の会 HP トップページの           

｢救護の会ブログ始めました！｣のバナーをクリックしてご覧下さい♪        

 アドレスはコチラ→ http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/index.html  

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 

 衝突調査                                               

◆秦野市立図書館衝突調査 

  ▽日時 毎月最終金曜日 →今後の調査日は 10 月 25 日、11 月 29 日、12 月 27 日         

▽場所 秦野市立図書館 

☆野生動物救護の会「バードストライク研究会」では窓ガラスへの野鳥の衝突調査を一緒に 

行ってくれる方を随時募集しています。興味のある方は事務局までご連絡を！ 

 イベント                                                  
◆動物フェスティバルよこすか 2019 
  ▽日時：10 月 6 日（日） 10：00～16：00   ▽場所：横須賀三笠公園 

☆長命動物表彰、ふれあい広場、搾乳体験、ポニー乗馬、ヤギの体重あてなどが出来る 

楽しいイベントです。 

◆あつぎ環境フェア 

 ▽日時：10 月 20 日（日） 10：00～15：00  ▽場所：厚木中央公園 

 ☆環境活動に取り組む市民団体、事業者、行政等が出展し活動を紹介するイベントです。 

◆第 38 回 秦野市市民の日（はたの市民祭り） 
  ▽日時 11 月 3 日（日・祝） 10：00～15：00 ▽場所：秦野市カルチャーﾊパーク周辺 

☆「お宝いっぱい 夢いっぱい」。楽しいイベント盛りだくさんの市民手作りのお祭りです。 

◆動物フェスティバル神奈川 2019 in さむかわ・ちがさき 
  ▽日時 11 月 24 日（日） 10：00～15：00   ▽場所：寒川町民センター 
  ☆動物愛護精神の高揚と適正飼育について関心と理解を深めることを目的としたイベントです。 
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 勉強会・環境教育・講演会                                                          

◆第 2 回スキルアップ勉強会 
▽日時：10 月 26 日（土）       ▽場所：自然環境保全センター ワーキングルーム 

☆野生動物保護活動関連で日々疑問に感じている事や分からない点など、皆で意見を出し合

って考えてみませんか？ 

◆エコスクール＠秦野市立南小学校 
▽日時：11 月 12 日（火）       ▽秦野市立南小学校 

☆小学生の皆さんに野生動物の現状についてお話しし、一緒に考えます。 

◆フィールドスタッフ自然保護講座 「神奈川県の野生動物の現状と救護活動について」 

▽日時：12 月 7 日（土）       ▽場所：自然環境保全センター レクチャールーム 

☆弊会理事長の渡辺優子がフィールドスタッフと自然観察指導者を目指す人達に講演します。 

☆★会員へのお誘い★☆ 
当会は、設立趣旨にご賛同頂きました皆様方の会費によって運営されております。 

      ★一般会員：年会費 2,000 円  

      ★学生会員：年会費 1,000 円 

私たちの活動を支えて下さる賛助会員も同時に募集しています 

★賛助会員：年会費 法人一口 5,000 円/個人一口 3,000 円 一口以上 

 

 

どなたでもご参加いただけます 

【振込先】 

 

ゆうちょ銀行振替口座 ： 00270-0-47040 

名義 ： 特定非営利活動法人 野生動物救護の会 
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